
【電子情報科】

平成２５年度 指導と評価の年間計画（シラバス）
盛岡工業高校 全日制課程

教 科 情 報 技 術 単位数 ２ 学科・学年 電子情報科１年 担当者 太田原 章克
基礎

使用教科書 情報技術基礎(実教出版) 副教材 ３級情報技術検定試験標準問題集(全国工高長協会)

到達目標(具体的な取組【評価規準を念頭に置いた指導上の留意点】) 評価の重点

コンピュータの原理や仕組に関する学習をとおし情報技術に関する基礎的な知識・技術を習得しコンピュータ 関 思 技 知
利用の能力を高めることを目標とする。 心 考 能 識

・ ・ ・ ・
・ハードウエアに関する知識を習得し、コンピュータを利用するに必要な基本的な事項を理解させる。 意 判 表 理
・流れ図を学ぶことによりアルゴリズムを理解、また作成することができるようにする。 欲 断 現 解
・ソフトウエアの重要性を認識し簡単な C 言語プログラムを理解できるようにする。 ・

態
度

学期 月 学習項目 主な学習活動・評価のポイント 評価方法
（単元名、教材、学習領域）

第１章産業社会と情報技術 コンピュータと人間の関わり合いについ 観察記録 ○ ○ ○
４ て理解を深めるとともに社会におけるコン 自己評価 ○ ○ ○

第２章コンピュータの基本操作と ピュータの位置づけと利用する人間の心構 レポート ○
ソフトウェア えについて理解を深める。

観察記録 ○ ○ ○
５ コンピュータで処理されるソフトウエアの 自己評価 ○ ○ ○

種類を学び各種ソフトウエアの基本的機能 レポート ○
を理解する。

観察記録 ○ ○ ○
６ 自己評価 ○ ○ ○

レポート ○
中間定期考査 ○

第３章プログラミングの基礎 C 言語を用いて具体的プログラミングの 観察記録 ○ ○ ○
６ 第５章Ｃによるプログラミング 仕方を学ぶ。 自己評価 ○ ○ ○

フローチャートの制作を通しアルゴリズム レポート ○
とそれらを活用したプログラミングの手法
を学ぶ。 観察記録 ○ ○ ○

7 自己評価 ○ ○ ○
レポート ○

観察記録 ○ ○ ○
８ 自己評価 ○ ○ ○

レポート ○

観察記録 ○ ○ ○
９ 自己評価 ○ ○ ○

レポート ○
前期末考査 ○

第６章ハードウェア コンピュータの内部を知ることによりコ 観察記録 ○ ○ ○
９ ンピュータの動作を理解し、プログラミン 自己評価 ○ ○ ○

グの一助となるばかりでなくコンピュータ レポート ○
そのものを利用できるようにすることを目
的とする。 観察記録 ○ ○ ○

１０ 具体的には数の表現としての２進数・ 自己評価 ○ ○ ○
16 進数８進数と 10 進数の変換やコンピュ レポート ○
ータを構成する基本的論理回路加算回路、
論理回路の基礎と動作、および周辺装置に 観察記録 ○ ○ ○

１１ ついて理解を深めさせる。 自己評価 ○ ○ ○
レポート ○
後期中間考査 ○

観察記録 ○ ○ ○
１１ 自己評価 ○ ○ ○

レポート ○

観察記録 ○ ○ ○
１２ 自己評価 ○ ○ ○

レポート ○

観察記録 ○ ○ ○
１ 自己評価 ○ ○ ○

第７章コンピュータネットワーク データ通信とネットワークマルチメディ レポート ○
第８章コンピュータ制御 アの活用に関して学習する。
第９章情報技術の活用 観察記録 ○ ○ ○

２ 自己評価 ○ ○ ○
レポート ○

３ 後期末考査 ○


